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《
日
々
想
》

毎
月
、
「
う
ら
わ
宿
」

の
次
号
内
容
を
ど
う
す
る

か
、
編
集
会
議
が
行
わ
れ

る
。
最
初
に
前
月
号
の
読

者
の
感
想
が
報
告
さ
れ
る
。

「
少
し
内
容
が
固
い
な
～
」

「
相
変
わ
ら
ず
文
字
が
多

す
ぎ
る
よ
」
「
後
援
会
ニ
ュ
ー

ス
の
役
目
、
構
成
の
観
点

は
？
」
な
ど
、
ひ
と
し
き

り
議
論
の
花
が
咲
く
。
以

前
よ
り
は
写
真
や
絵
な
ど

を
取
り
入
れ
改
善
を
目
指

し
て
き
た
が
、
未
だ
文
字

が
多
い
？
空
間
が
少
な
い

か
？
▼
読
み
や
す
い
、
親

し
ま
れ
る
「
う
ら
わ
宿
」

後
援
会
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行

で
き
る
よ
う
編
集
者
一
同

更
な
る
努
力
を
す
る
所
存

で
す
▼
読
者
の
皆
さ
ん
の

率
直
な
ご
意
見
を
メ
ー
ル

や
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
１
面
に

電
話
番
号
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
）
で
、
ま
た
は
お

近
く
の
党
員
へ
お
知
ら
せ

下
さ
る
と
大
変
あ
り
が
た

い
で
す
。
（
努
庵
）

◆市民大学習会

「安倍首相の改憲に立ち向かう」

９月１４日（木）１８時半（開場１８時）

埼玉会館小ホール

講師 渡辺治さん

（一橋大名誉教授、九条の会事務局）

主催 埼玉憲法会議

参加費 無料

◆浦和区革新懇総会と講演

「当面する情勢と革新懇運動の前進めざして」

１０月１４日（土）１３時

カルタスホール

◆「安倍内閣退陣、憲法9条改悪許すな！」

埼玉一区市民と野党の街頭演説

１０月１５日（日）１４時～１４時５０分

浦和駅東口

◆埼玉革新懇教育講座

１０月２１日（土）１４時～１６時半

県民健康センター

講師 石川康宏さん

◆浦和区後援会秋のバスツアー

世界遺産「富岡製糸工場」と妙義温泉

１１月９日（木）

会費 ６０００円
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日
本
共
産
党

＊
耳
よ
り
情
報
＊

う
ら
わ
だ
い
こ

内
閣
改
造

さ
ぁ
～
て
、
正
体
は
ど
れ
か
な

・
人
心
旧
態
内
閣
３

・
疑
惑
幕
引
き
内
閣

・
暴
走
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
内
閣

国
民

（
前
地

さ
ぶ
老
）

国
民
の
声

変
え
た
い

安
倍
政
権

変
え
な
い

憲
法
９
条

（
岸
町

佐
久
間
純
）

川
柳

さ
き
た
ま
に
お
初
深
紅
の
花
咲
き
し

仕
事
人
大
失
言
が
初
仕
事

北
の
弾
危
機
だ
軍
備
だ
と
煽
り
立
て

（
前
地

さ
ぶ
老
）

北
朝
を
軍
事
費
上
げ
る
口
実
に

許
せ
な
い
も
り
か
け
隠
し
安
倍
総
理

黒
田
さ
ん
暮
ら
し
は
楽
に
な
り
ま
せ
ん

（
岸
町

だ
ん
吉
）

俳
句

国
政
を
私
物
化
恥
じ
ぬ
蟻
地
獄

（
岸
町

佐
々
木
道
歩
）

「
新
蕎
麦
で
す
」
一
膳
供
す
る
た
び

に
云
う

夫
（
つ
ま
）
送
迎

バ
ス
待
ち
お
れ
ば
夕
立
晴
れ

子
に
戻
る
夫
の
寝
顔
や
夏
の
月

（
前
地
三

Ｓ
・
Ｍ
）

風
に
炎
の
涼
し
く
応
え
和
蝋
燭

涼
し
さ
や
夜
景
の
中
の
市
電
の
火

箱
庭
の
み
づ
う
み
真
水
張
り
に
け
り

（
本
太
一

Ｙ
・
Ｙ
）

う
ら
わ
宿
文
芸

8月10日、さいたま市臨時教

育委員会が行われ、来年度の小

学校道徳教科書の採択がおこな

われました。採択の会議は公開

されており、傍聴することがで

きます。今回は2時間半に渡っ

て議論が交わされましたが、最

終的に「教育出版」の教科書が

採択されました。

傍聴者の話では、「教育出版」

の教科書を採択することが教育

長の最初からの狙いだったので

はないかとのこ

とです。

「教育出版」

の教科書は、極

右団体日本会議

の影響下の執筆

者が中心となっ

て作られており、

愛国心や郷土愛

が強調されています。現職の安

倍首相の写真が内容と関係ない

のに載っていて、この教科書は

全国的に批判の的になっていま

す。 （2面につづく）

小
学
校
で
は
来
年
か
ら
、
中
学
校

で
は
再
来
年
か
ら
、
「
特
別
の
教
科
」

と
し
て
道
徳
の
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
道
徳
教
科
書
の
選
定

を
各
地
の
教
育
委
員
会
が
進
め
て
い

ま
す
。
さ
い
た
ま
市
で
は
去
る
８
月

１
０
日
、
臨
時
の
教
育
委
員
会
議
が

開
か
れ
、
Ｈ
３
０
年
度
使
用
の
道
徳

教
科
書
採
択
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
ウ
ル
ト
ラ
右
翼
の
「
日
本

会
議
」
が
全
国
に
広
め
よ
う
と
し
て

い
る
「
教
育
出
版
」
の
教
科
書
が
、

教
育
長
の
判
断
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

教
科
書
採
択
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
が
採
用
決
定
す
る
前
に
、

「
教
科
書
選
定
員
会
」
の
推
薦
や
、

先
生
た
ち
が
調
査
す
る
「
学
校
調
査

委
員
会
」
の
意
見
な
ど
、
現
場
の
意

見
を
尊
重
し
、
各
委
員
の
挙
手
で
採

決
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
申

請
８
社
の
う
ち
「
学
研
」
「
光
村
図

書
」
「
東
京
書
籍
」
の
３
社
が
推
薦

さ
れ
て
お
り
、
「
教
育
出
版
」
は
推

薦
外
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
推
薦
外
の

「
教
育
出
版
」
を
含
め
て
無
記
名
の

秘
密
投
票
に
付
さ
れ
、
「
教
育
出
版
」

と
「
光
村
図
書
」
が
３
対
３
の
同
率

と
な
っ
た
た
め
、
最
後
に
、
教
育
長

の
判
断
で
、
教
科
書
と
し
て
の
評
価

も
定
ま
っ
て
い
な
い
「
教
育
出
版
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

決
ま
り
方
も
問
題
で
す
。
最
初
の

無
記
名
投
票
に
も
教
育
長
が
投
票
し
、

同
率
だ
か
ら
と
言
っ
て
教
育
長
が
判

断
を
す
る
。
こ
れ
で
は
教
育
委
員
長

が
２
票
の
投
票
権
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、

国
家
権
力
が
国
民
に
「
こ
う
あ
る
べ

き
」
と
特
定
の
価
値
観
を
上
か
ら
押

し
付
け
る
「
道
徳
」
の
教
科
化
に
反

対
し
ま
す
。

今
回
の
決
定
は
、
「
日
本
会
議
」

な
ど
の
主
張
に
立
っ
た
教
育
長
の
一

方
的
な
採
決
で
あ
り
、
や
り
直
す
べ

き
で
す
。

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

と
り
う
み
敏
行

道
徳
教
科
書
採
択
に
疑
義
あ
り

採
決
の
や
り
直
し
を
強
く
求
め
る

愛国心強調の道徳教科書採択される
名古屋市、那覇市に次いでさいたま市も

道徳の教科化は「修身」への道
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（１面より）

傍聴者のメモによると、ある

教育委員が教科書の重さを問題

にします。重いほど子どもの負

担が大きいからという理由です。

事務局はそれに答えて全ての教

科書の重さを公表します。「教

育出版」のものが一番軽いとい

う訳です。そのほか郷土や渋沢

栄一に関する記述があるかなど

誘導とも思える意見が出されま

す。

教科書の採択には、教科書選

定委員会が設置されて8社の中

から３社が選定されていました。

その中には「教育出版」は入っ

ていません。また、選定された

一つで各学校の調査研究でも圧

倒的に支持を受けていた「学研」

は完全に無視されました。

最後に教育委員6名による無

記名投票が行われました。同数

の場合は教育長が決定すると宣

言されました。教育長は2票持

つことになります。

傍聴者によると、投票に際し

教育長はある委員の投票用紙を

堂々とのぞきこんでから記入し、

確かめ合っていたとのことです。

開票の結果、選定委員会の選

定に入っていない「教育出版」

と、選定されていた「光村図書」

が同数、教育長が理由も言わず

「教育出版にします」で決定と

なりました。

県内では、「教育出版」を熊

谷、深谷で採択、全国的には名

古屋市、那覇市で採択されてい

ますが、横浜市、大阪市では他

社の教科書が採択されています。

沖縄県教職員組合那覇支部では

那覇市教育委員会に対し採択の

撤回を求めています。さいたま

市でも何らかの行動を起こす必

要があります。

（編集部 井上）

一見問題ないようにも思えるが、何故「パン」屋さんを「和菓子」屋さんに、

「おじさん」を「おじいさん」にしなければならないのかという疑問は残る

8
月
25
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
代
表
の
中
村
哲

医
師
の
講
演
会
は
、
会
場
の
埼
玉

会
館
大
ー
ル
が
満
員
と
な
る
大
盛

況
で
し
た
。
仕
事
の
帰
り
で
遅
く

な
り
満
員
で
入
れ
ず
ロ
ビ
ー
で
最

後
ま
で
聞
い
て
い
た
と
い
う
女
性

の
方
が
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

お
金
が
あ
れ
ば
幸

せ
で
あ
り
武
力
が
あ

れ
ば
安
心
で
あ
る
と

い
う
考
え
が
蔓
延
し

て
い
ま
す
が
、
必
要

な
の
は
爆
弾
で
は
な

く
水
と
パ
ン
、
と
い

う
お
話
が
と
て
も
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

人
び
と
の
生
活
を
守

る
こ
と
が
平
和
に
つ

な
が
る
と
い
う
の
は

本
当
だ
と
思
い
ま
し

た
。
用
水
路
を
つ
く

る
工
事
に
す
べ
て
の
農
民
が
協
力

す
る
。
元
兵
士
も
協
力
す
る
。
目

標
と
働
く
場
所
が
与
え
ら
れ
て
共

に
工
事
に
立
ち
上
が
る
、
何
と
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
タ
リ

バ
ン
や
Ｉ
Ｓ
ば
か
り
報
道
さ
れ
て

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
真
実
が
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て

も
新
鮮
な
お
話
ば
か
り
で
し
た
。

話
を
聞
い
て
い
て
、
中
村
先
生

は
行
動
力
の
人
で
す
ね
。
行
動
あ

る
の
み
。
自
然
体
で
そ
れ
が
で
き

る
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
ん
な
に
誰
も
で

き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
に

ま
っ
た
く
偉
ぶ
ら
な
い
お
ご
ら
な

い
人
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
日
本
人

に
も
こ
う
い
う
方
が
い
る
の
だ
と

誇
り
に
思
い
ま
す
。
政
治
家
の
方

に
も
是
非
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い

講
演
会
で
し
た
。（

前
地

Ｍ
・
Ｆ
）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
命
の
水
と
緑
の

大
地
を
拓
き
続
け
る
壮
大
な
話
に
感
銘

～
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
中
村
哲
医
師
の
講
演
を
聞
い
て

観
終
わ
っ
た
あ
と
、
友
人

が
言
っ
た
。
「
こ
の
こ
ろ
の

お
母
さ
ん
っ
て
優
し
か
っ
た

で
す
ね
ー
」
。

言
わ
れ
て
み
る
と
夫
の
母

も
そ
う
だ
っ
た
。
50
年
も
前

の
こ
と
。
毎
晩
夜
中
に
帰
る

息
子
の
た
め
、
夕
食
を
箱
に

入
れ
、
毛
糸
の
手
編
み
風
呂

敷
で
包
み
、
コ
タ
ツ
に
入
れ

何
時
で
も
暖
か
く
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
た
っ
け
。

ま
た
多
喜
二
の
母
セ
キ
は

子
ど
も
の
頃
駐
在
さ
ん
と
仲

良
し
だ
っ
た
が
、
戦
時
中
の

我
が
家
は
疎
開
し
食
べ
る
に

事
欠
い
て
い
た
。
盗
む
物
は

何
も
な
い
家
に
な
ん
と
泥
棒

が
入
り
、
釜
の
底
の
ご
は
ん

を
き
れ
い
に
食
べ
て
し
ま
っ

た
。
裏
山
に
逃
げ
込
ん
だ
彼

を
捕
え
て
く
れ
た
駐
在
さ
ん

に
心
底
感
謝
し
、
「
私
も
大

人
に
な
っ
た
ら
婦
人
警
官
に

な
ろ
う
」
と
心
に
決
め
た
。

「
あ
の
人
は
可
哀
そ
う
に
よ
っ

ぽ
ど
腹
を
す
か
し
て
い
た
ん

だ
ね
ー
」
。
母
の
ひ
と
り
言

を
片
耳
で
聞
き
な
が
ら
。

多
喜
二
は
銀
行
員
だ
っ
た
。

あ
の
頃
、
一
生
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
身
分
だ
っ
た
ろ
う
に
。

優
し
い
母
親
に
育
て
ら
れ
た

彼
は
人
々
の
た
め
に
「
真
実
」

の
小
説
を
書
い
た
。
そ
の
た

め
、
時
の
権
力
に
虐
殺
さ
れ

た
。
そ
の
権
力
が
、
今
、

ま
た
・
・
・
。
そ
う
は

さ
せ
ま
い
ぞ
。
皆
の
思
い

は
さ
ら
に
強
ま
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
本
太

Ｋ
・
Ｓ
）

映
画
「
母
」

わ
が
身
に
引
き
寄
せ
て
観
る

観て
聞いて
学んで

とりうみ敏行・日本共産党
無料生活相談／法律相談

＊仕事・暮らしの悩み

どんなことでもご相談下さい

浦和区北浦和３－１４－１６

☎０４８－８３３－４５１５

＊毎週 火曜日

＊午後２時～５時

お気軽にどうぞ


